
※「ワットサム」とはアイヌ語でワット（にれの木）・サム（傍）という意味で、わっさむの由来です。

議会だより

発行/北海道和寒町議会　編集/議会広報委員会

第96号 2019年８月５日

p２　三笠山大学との懇談会

p４　こんなことが決まりました ～プレミアム付き商品券～

p７　町政を問う。　一般質問に４議員が登壇

p12　江別市環境クリーンセンター視察

p14　町民インタビュー聞かせて　“嗚呼ワットサム”
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大学生と意見を交換
～三笠山大学と議会との懇談会～

　７月17日に、公民館恵み野ホールにおいて、50

名の参加を得て三笠山大学と町議会との懇談会を

開催しました。

　内容は、各委員会から議会活動の報告をさせて

いただき、その後参加された皆さんからご意見等

を伺いました。

議会からはこんな報告をしました
■総務福祉常任委員会
○財産の管理状況について
○ごみ処理方法について
○国民健康保険税率の改定について
○介護保険料の軽減について
○プレミアム付商品券について
○医療機器の更新について

■産業教育常任委員会
○水道・下水道使用料について
○わっさむ活活商品券について
○塩狩・夫婦岩周辺整備について
○若草団地公営住宅整備について

■議会広報委員会
○議会動画配信の状況について

Ｑ 

町
内
の
主
な
問
題
は
。

Ａ 

人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が

大
き
な
問
題
。
ま
た
そ
れ
に

よ
っ
て
働
き
手
も
す
く
な
く

な
っ
て
い
っ
て
い
る
。

Ｑ 

冬
期
間
の
除
雪
、
大
変
苦

労
し
て
い
る
。
除
雪
の
体
制

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

Ａ 

高
齢
者
の
方
な
ど
に
補
助

金
な
ど
を
出
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
部
分
に
も
手
が
届
か

せ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

昨
年
は
浄
水
場
を
建
て
た

が
、
今
後
何
を
建
て
て
い
く

か
の
予
定
は
あ
る
の
か
。
子

や
孫
の
世
代
に
負
担
を
残
さ

な
い
よ
う
必
要
な
も
の
だ
け

建
て
て
ほ
し
い
。

Ａ 

近
い
将
来
建
替
え
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
が
芳
生

苑
と
ゴ
ミ
の
処
分
場
。ま
た
、

公
営
住
宅
や
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
は
建
替
え
や
改
修
が
適
宜

行
わ
れ
る
。

Ｑ 

人
口
は
減
っ
て
い
く
こ
と

を
想
定
し
て
何
か
考
え
て
い

る
か
。

Ａ 

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
問
い

か
け
て
い
き
た
い
。
転
出
を

抑
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
。

Ｑ 

役
場
や
農
協
の
職
員
に
海

外
研
修
な
ど
に
行
っ
て
も
ら

い
特
産
品
の
模
索
な
ど
は
で

き
な
い
の
か

Ａ 

新
し
い
も
の
を
持
っ
て
く

る
と
な
る
と
法
律
上
難
し

い
。
人
を
出
し
て
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
得
て
く
る
こ
と
は

必
要
だ
と
考
え
る
。

意
見
交
換

　
●
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
内
容
の
簡
略
化
や

す
べ
て
の
ご
意
見
が
掲

載
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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参加者アンケート集計結果（抜粋）

あなたの年代と性別は。
区 分 男 女 未回答 合 計 率

60代 0 0 0 0 0.0%

70代 6 8 0 14 77.8%

80代 4 0 0 4 22.2%

合 計 10 8 0 18 100.0%

このような懇談会を今後も
行うべきと思いますか。
継続したほうが良い 15 83.3%

しなくても良い 1 5.6%

どちらでもよい 0 0.0%

未回答 2 11.1%

合　　　計 18 100.0%

本町議会議員の定数は現在10名ですが
議員定数についてどう思いますか。
現状でよい 12 66.7%

削減すべき 4 22.2%

増やすべき 0 0.0%

わからない 2 11.1%

合　　　計 18 100.0%

全国でも議員のなり手不足は
大きな問題となっていますが、
要因はなんだと思いますか。
報酬 3 10.7%

高齢化 8 28.6%

人口減 7 25.0%

個人への負担が多い 0 0.0%

議会に関心がない 6 21.4%

その他 2 7.1%

未回答 2 7.1%

合　　　計 28 100.0%

※複数回答あり

どの位の報酬があれば、
議員とし活動すると思いますか。
17万 6 33.3%

20万 4 22.2%

23万 2 11.1%

25万 1 5.6%

未回答 5 27.8%

合　　 計 18 100.0%

※複数回答あり

議員に期待する役割について、
どのようにお考えですか。
住民の要望を把握し、町政に反映させる 9 42.9%

町政へのチェック機能を果たす 2 9.5%

住民に町政に関する情報を伝える 7 33.3%

その他 0 0.0%

未回答 3 14.3%

合　　　　　　　計 21 100.0%

※複数回答あり

町議会に対するご意見・ご要望など。
①４年間頑張って下さい。

②�公営住宅を新築するより老人住宅を建てるほうが良いと思う。
　大通公住で１暮らしの人の孤独死があったら住宅の後の利用は。

参加者23人中18人回答

回答率 78%
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プレミアム付商品券
～活活商品券との違いは～

補
正
予
算

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
】

　
消
費
税
増
税
に
伴
う
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ

い
て
、
対
象
者
で
あ
る
非
課

税
世
帯
と
３
歳
以
下
の
子
ど

も
を
も
つ
子
育
て
世
帯
、
合

わ
せ
て
８
１
０
人
を
勘
案

し
、
２
０
２
５
万
円
を
予
算

に
計
上
し
ま
し
た
。
購
入
期

間
は
９
月
１
日
か
ら
12
月
30

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　【
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
】

　
平
成
30
年
７
月
以
降
、
風

し
ん
の
患
者
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
対
策
と

し
て
抗
体
の
検
査
・
予
防

接
種
事
業
を
行
う
た
め
に

27
万
２
０
０
０
円
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

　【
胸
痛
心
筋
マ
ー
カ
ー
の

更
新
】

　
平
成
21
年
に
購
入
し
た
心

不
全
や
心
筋
梗
塞
を
発
見
す

る
た
め
の
機
器
で
あ
る
胸
痛

心
筋
マ
ー
カ
ー
が
故
障
し
た

た
め
、
33
万
円
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

６月

定例会

　
６
月
定
例
議
会
（
第
２
回
定
例
会
）
は
、
令
和
元
年
６

月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
の
２
日
間
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
20
日
は
、
奥
山
町
長
か
ら
行
政
報
告
が
述
べ
ら
れ
た
後

に
、
一
般
質
問
を
行
い
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
21
日
は
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
の
審
議
の
他
、
意
見

書
５
本
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

あらまし

会　計　別 補正前の額 補　正　額 補正後の額
一 般 会 計 45億3600万円 5536万円 45億9136万円

主な増減内容
（※抜粋掲載のため、
各事業補正額と補正額
の合計は合致しませ
ん。）

○障がい者自立支援給付支払等
　システム改修業務委託 1313万円

○プレミアム付商品券事業 2025万円
○健康管理システム改修委託 43万円
○強い農業・担い手づくり
　総合支援事業補助 300万円

○生活応援・商工業
　活性化対策事業補助 1630万円

○圧雪車・総体モーター修繕 200万円
介 護 保 険 特 別 会 計 5億9963万円 39万円 6億2万円

増減内容 ○介護保険システム改修業務委託 39万円
町立和寒病院事業会計 1086万円 30万円  1116万円

増減内容 ○医療機器購入費 30万円
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人
事

【
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
】

　
打
田
幸
江
氏
（
三
笠
）
、

安
孫
子
敏
己
氏
（
三
笠
）
を

人
権
擁
護
委
員
と
し
推
薦

し
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し

た
。

条
例
改
正

【
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
】

　
働
き
方
改
革
※
に
よ
る
労

働
基
準
法
の
改
正
に
対
応
す

る
よ
う
、
職
員
の
勤
務
時
間

に
係
る
条
例
の
改
正
を
可
決

し
ま
し
た
。

　【
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
】

　
低
所
得
者
に
対
し
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
公
費
に
よ
る

保
険
税
の
軽
減
措
置
を
行
っ

て
い
る
が
、
消
費
税
増
税
に

合
わ
せ
更
に
軽
減
強
化
を
す

る
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
】

　
本
町
は
平
成
21
年
以
降
税

率
の
改
正
を
行
っ
て
い
な
い

た
め
北
海
道
か
ら
示
さ
れ
た

標
準
保
険
税
率
に
準
す
る
税

率
に
な
る
よ
う
に
す
る
改
正

を
可
決
し
ま
し
た
。

財
産
取
得

【
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
備
品

の
更
新
】

　
平
成
26
年
度
に
購
入
し
た

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
サ
ー

バ
ー
の
更
新
時
期
に
な
っ
た

た
め
、
そ
れ
ら
を
更
新
す
る

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

報
告

【
和
寒
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
】

　
総
額
１
，
８
１
０
万
円
を

本
年
度
に
繰
越
す
る
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

【
和
寒
町
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
】

　
経
営
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

打田幸江氏安孫子敏己氏

事　　業　　名 翌年度繰越額
総合行政情報システム整備事業 180万円
三和高校校舎改修事業 1,500万円
農地・農業用施設災害復旧作業 130万円

合　　　計 1,810万円

働
き
方
改
革

　
※
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
減
少

に
よ
る
労
働
力
不
足
を
解
決
す
る
た
め
の
法
律
で
、
主
に
長
時
間
労
働
の
是
正
と
非
正
規
雇

用
の
待
遇
差
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業

Ｑ 

町
民
が
活
活
商
品
券
と

間
違
え
て
し
ま
わ
な
い
か
。

Ａ 

消
費
税
増
税
に
伴
う
商

品
券
は
低
所
得
者
を
対
象

と
し
て
お
り
、
区
別
が
付

く
よ
う
に
し
て
い
く
。
ま

た
購
入
方
法
な
ど
も
広
報

し
て
い
く
。

風
し
ん

抗
体
検
査
・
予
防
接
種

Ｑ 

令
和
元
年
か
ら
３
年
間

と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

想
定
し
て
進
め
て
い
く
の

か
。

Ａ 

昭
和
37
年
か
ら
昭
和
54

年
生
れ
の
方
が
対
象
だ

が
、
そ
の
中
で
も
令
和
元

年
度
は
昭
和
47
年
か
ら
54

年
生
れ
ま
で
の
男
性
を
中

心
に
実
施
し
て
い
く
。

質
疑
応
答

Ｑ
＆
Ａ

補正予算
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意 見 書

公益に関わる次の５件について、議員から意見書案が提出されました。

第２回定例会において審議の結果可決され、関係行政省庁などに提出されました。

2019年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

提出者：伊藤　　明　　　賛成者：中原　浩一、下條　美恵、谷口　勝弘　　　採決結果：可決（全員賛成）

提出先：北海道労働局局長、北海道地方最低賃金審議会会長

（要旨）

　北海道最低賃金の引き上げはワーキングプア（働く貧困層）解消のための「セーフティネット」の一つとし

て最も重要なものである。最低賃金が上がらなければ、その近傍ではたく多くの方の生活はより良そう厳しい

ものとなり、ひいては北海道経済の停滞を招くことにつながりかねない。

　よって、2019年度の北海道最低賃金の改正にあたり、強く要望する。

　（全３項目）

「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・

負担率1/2への復元、教職員の超勤・多忙化解消と「30人以下学級」の実現に向けた意見書

提出者：伊藤　　明　　　賛成者：佐々木広行、中原　浩一、金谷　浩幸　　　採決結果：可決（全員賛成）
提出先：内閣総理大臣、衆議院議長、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、内閣府特命大臣（地方創生担当）
（要旨）
　国においては教育予算の確保・拡充、就学保障の充実、義務教育費無償、義務教育費国庫負担制度の堅持、
当面負担率1/2への復元、教職員定数改善など、はかるよう意見する。
　（全７項目）

2020年度地方財政の充実・強化を求める意見書

提出者：中原　浩一　　　賛成者：伊藤　　明、下條　美恵、谷口　勝弘　採決結果：可決（全員賛成）
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、厚生労働大臣
　　　　内閣府特命担当大臣（地方創生規制改革担当・経済財政政策担当）
（要旨）
　2020年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、国民生活を犠牲にする財政とするのではなく、歳入・
歳出を的確に見積もり、人的サービスとしての社会保障予算の充実と地方財政の確立をめざすことが必要であ
ることから、意見する。
　（全７項目）

日米貿易協定交渉から日本の農業・農村を守る要望意見書

提出者：中原　浩一　　　賛成者：伊藤　　明、石田　利美　採決結果：可決（全員賛成）
提出先：内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）、農林水産大臣
（要旨）
　日米貿易交渉が４月から開始され、日本政府は過去の経済連携協定の内容が最大限とする日米共同声明に
そって交渉するとしています。しかしながら、農業分野での選考妥結や関税撤廃・削減、輸入枠拡大を要求さ
れることが危惧されます。我が国の食料主権及び食糧安全保障が守られるように、意見する。
　（全２項目）

新たな過疎対策法の制定に関する意見書

提出者：石田　利美　　　賛成者：谷口　勝弘、中原　浩一、酒向　勉、伊藤　明　採決結果：可決（全員賛成）
提出先：内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣、国土交通大臣
（要旨）
　過疎対策については昭和45年以降、４次にわたる特別措置法による一定の成果はあったが、依然として多くの
集落が消滅の危機に瀕している。引き続き総合的な過疎対策を充実強化させることが必要であることを意見する。
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一般質問

一
般
質
問

町政を

問う。
和寒町では１人につき60分の制限時間が設けられ、
質問の回数は無制限で行われます。

一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、
執行機関（町長・教育長）に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。
※紙面の都合上、概略のみ掲載しています。

質問議員 質　　問　　事　　項 ページ数

石田　利美議員
①和寒町の交通安全対策は

②和寒町におけるスマート農業の推進は
８ページ

中原　浩一議員
①本町農業の未来を見据えて

②今後のＪＲ路線問題と駅周辺の環境は
９ページ

和田　智巳議員

①カントリーサインのデザイン変更を

②光回線を全戸に整備する考えは

③夫婦岩周辺の環境対策は

10ページ

小野田久美子議員

①フードツーリズム推進協議会の考えは

②ＪＲ北海道に対する費用負担と利用促進対策は

③�ビジネスチャンスと捉えた「風っこ　そうや」

号のおもてなしのありかたは

11ページ
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石
田
利
美
議
員

問 和寒町におけるスマート農業の推進は
答 スマート農業の取り組みに支援していく

問 和寒町の交通安全対策は
答 対岸の火事ではなく、危機感を持って進めている

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
事
業
は

　
近
年
、
毎
日
の
よ
う
に
高
齢
者

の
重
大
な
交
通
事
故
が
全
国
的
に

起
き
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
報
道
さ

れ
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

返
納
す
る
方
が
少
な
い
と
思
わ
れ

る
。

　
和
寒
町
に
お
け
る
高
齢
者
や
子

ど
も
の
交
通
安
全
対
策
は
。

奥
山
町
長

　
毎
年
、
年
間
９
期
に
わ
た
り
90

日
の
運
動
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
は
、
交

通
安
全
協
会
を
は
じ
め
、
学
校
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警
察
等
関
係
機
関
、
団

体
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

児
童
、
生
徒
に
対
す
る
登
校
時
の

街
頭
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
免
許
証

の
有
効
期
限
内
に
自
主
返
納
さ
れ

た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
か
た
が

10
名
に
な
っ
て
い
る
。

教
育
長

　
和
寒
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
３
つ
の
部
会
の
共
通
の
取
り
組

み
と
し
て
、
安
全
見
守
り
隊
活
動
、

に
こ
に
こ
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど

の
子
供
安
全
推
進
事
業
を
推
進
し

て
い
る
。

　
高
齢
者
の
重
大
な
交
通
事
故
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
和
寒

町
に
お
い
て
も
対
岸
の
火
事
で
は

な
く
、
危
機
感
を
持
っ
て
子
供
に

危
機
回
避
能
力
の
育
成
も
両
軸
の

一
つ
と
し
て
交
通
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
は

　
農
業
は
和
寒
町
の
基
幹
産
業
で

あ
り
、
現
在
は
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
労
働
力
が
不
足

す
る
一
方
で
、
農
家
の
大
規
模
化

が
進
む
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
お
け

る
省
力
化
や
低
コ
ス
ト
生
産
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
農
業
の
労
働
力
、
後
継
者
不
足

を
補
う
た
め
に
も
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
は
。

奥
山
町
長

　
国
に
お
い
て
は
、
農
林
漁
業
者

の
所
得
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
を
平
成
30
年
11
月
に
改
訂

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
新
技
術
の
開

発
、
実
証
、
普
及
を
加
速
さ
せ
る
、

農
業
新
技
術
の
現
場
実
装
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
本
年
６
月
に
公
表
さ

れ
た
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
な
ど
に
関
し
て
情
報
を
収
集

す
る
と
と
も
に
、
農
業
用
機
械
の

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
や
、
水
田
の

高
度
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
を
対
象
に
、
優
先
的
な
採
択
を

受
け
ら
れ
る
国
の
交
付
金
の
周
知

を
図
る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

取
り
組
み
に
支
援
し
て
い
く
。

▲トラクターのＧＰＳオート操作

▲交通安全協会からの免許証返納グッズ
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問 将来を見据えた大区画化は
答 大区画化に関する他の地域の情報も収集しながら

問 今後のＪＲ路線問題と駅周辺環境は
答 ２年間に限り支援し本町の負担は約40万円と見込む

中
原
浩
一
議
員

将
来
を
見
据
え
た
大
区
画
化
は

　
近
隣
町
、
空
知
支
庁
も
大
区
画

化
は
町
・
関
係
機
関
挙
げ
て
進
め

て
い
る
が
町
長
の
考
え
は
。

奥
山
町
長

　
農
地
の
大
区
画
化
は
、
強
い
経

営
意
識
を
持
つ
方
々
に
よ
っ
て
期

成
会
を
立
ち
上
げ
、
大
区
画
化
に

応
じ
た
機
械
の
導
入
や
、
土
地
所

有
者
間
の
調
整
な
ど
の
役
割
を
検

討
段
階
か
ら
担
う
必
要
が
あ
り
、

具
体
的
な
要
望
は
伺
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
大
区
画
化
に
関
す
る

他
の
地
域
の
情
報
も
収
集
し
な
が

ら
、
農
業
者
の
要
望
に
応
え
て
い

き
た
い
。

○
再
質
問

　
行
政
だ
け
、
受
益
者
だ
け
で
も

駄
目
で
、
農
業
関
連
機
関
と
一
体

に
な
っ
て
、
農
業
現
場
の
問
題
と

し
て
人
材
不
足
、
作
業
の
効
率
化
、

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
上
で
、

将
来
を
見
据
え
た
大
区
画
化
は
早

急
に
議
論
進
め
る
べ
き
。

奥
山
町
長

　
大
区
画
化
イ
コ
ー
ル
、
ス
マ
ー

ト
農
業
と
密
接
に
関
連
す
る
と
お

り
で
、
当
然
そ
う
い
っ
た
動
き
が

あ
れ
ば
、
汗
か
く
用
意
は
あ
る
が
、

今
、
ご
指
摘
あ
っ
た
よ
う
に
非
常

に
難
し
い
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ

と
も
承
知
し
て
い
る
。

今
後
の
Ｊ
Ｒ
路
線
問
題
と
駅

周
辺
環
境
は

　
今
後
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
地

元
と
検
討
を
始
め
た
い
区
間
と
し

て
い
る
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
に

話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
町
長
は
観
光
と
Ｊ
Ｒ
存

続
は
切
り
離
せ
な
い
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
駅
の
ト
イ
レ
を
含

め
た
周
辺
環
境
を
整
え
る
べ
き
と

思
う
が
。

奥
山
町
長

　
現
在
、
宗
谷
本
線
を
含
む
Ｊ
Ｒ

単
独
で
は
維
持
困
難
な
８
線
区
に

関
係
す
る
自
治
体
が
、
支
援
に
係

る
負
担
に
同
意
し
て
い
る
。

　
本
年
５
月
に
道
か
ら
宗
谷
本
線

活
性
化
推
進
協
議
会
に
対
し
説
明

が
あ
り
、
緊
急
臨
時
的
な
対
策
と

し
て
２
年
間
に
限
り
支
援
し
、
年

間
２
億
円
の
う
ち
道
が
１
億
４
，

０
０
０
万
円
、
市
町
村
が
６
，
０

０
０
万
円
を
負
担
す
る
と
い
う
内

容
で
、
こ
の
う
ち
本
町
の
負
担
は

約
40
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
駅
の
ト
イ
レ
改
修
費
用
は

概
算
で
約
８
０
０
万
円
と
試
算
し

て
い
る
。

　
補
助
金
な
ど
の
財
源
の
め
ど
が

立
た
な
い
こ
と
、
ま
た
、
一
方
で

各
線
区
の
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁

や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
改
修
な
ど
、

鉄
路
の
存
続
に
は
国
の
抜
本
的
な

支
援
が
必
要
で
、
そ
の
動
向
が
見

え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
周
辺
整
備

を
町
単
独
で
検
討
す
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。

▲農地の大区画化

▲ＪＲ和寒駅内のトイレ

▲ＪＲ和寒駅
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和
田
智
巳
議
員

問 カントリーサインのデザイン更新を
答 現在のカントリーサインを大切にしたい

問 夫婦岩周辺の環境対策は
答 計画的に整備を進めていく

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
の
デ
ザ

イ
ン
を
更
新
で
き
な
い
の
か

　

現
在
、
和
寒
町
の
カ
ン
ト
リ
ー

サ
イ
ン
は
ト
マ
ト
が
ス
キ
ー
を
し

て
い
る
イ
ラ
ス
ト
だ
が
、
和
寒
町

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
越
冬
キ
ャ

ベ
ツ
と
南
瓜
。

　

現
状
に
沿
っ
た
イ
ラ
ス
ト
に
更

新
は
で
き
な
い
の
か
。

奥
山
町
長

　
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
北
海

道
開
発
局
が
道
路
環
境
整
備
の
一

環
と
し
て
、
平
成
２
年
に
始
め
た

も
の
。

　
本
町
に
お
い
て
は
当
時
、
全
国

で
活
躍
し
て
い
た
和
寒
高
校
ス

キ
ー
部
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
と
、
特
産
品
の
ト
マ
ト
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
、
町
確
認
の
上
で
国

道
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
の
変
更
は
、

当
時
、
開
発
局
か
ら
費
用
の
面
か

ら
頻
繁
に
変
更
で
き
な
い
た
め

し
っ
か
り
検
討
し
て
申
請
し
て
ほ

し
い
と
の
指
導
を
受
け
た
。

　
全
道
の
自
治
体
で
ス
キ
ー
が
デ

ザ
イ
ン
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は

８
つ
の
市
町
村
が
あ
る
が
、
こ
の

う
ち
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
は
本
町
だ
け
。
今
し

ば
ら
く
は
、
現
在
の
カ
ン
ト
リ
ー

サ
イ
ン
を
大
切
に
し
た
い
。

光
回
線
を
和
寒
町
全
戸
に

　

今
や
ネ
ッ
ト
社
会
が
進
ん
で
お

り
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
必
要
に
な
っ
て
る
。
全

戸
に
光
回
線
を
配
備
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

奥
山
町
長

　
町
民
の
方
々
か
ら
光
回
線
の
整

備
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
町

内
関
係
機
関
で
構
成
す
る
『
和
寒

町
光
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
の
会
』
を
立

ち
上
げ
た
経
緯
な
ど
あ
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
か
ら
示
さ
れ
た
エ
リ
ア
内
３
１

０
件
以
上
の
加
入
希
望
者
が
満
た

さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
平
成
25

年
３
月
に
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

町
内
の
農
村
地
域
に
お
い
て
も
光

回
線
エ
リ
ア
の
拡
大
を
要
請
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

夫
婦
岩
周
辺
の
環
境
対
策
は

　

現
在
整
備
し
て
い
る
夫
婦
岩
で
、

熊
な
ど
に
対
す
る
情
報
を
町
内
外

か
ら
訪
れ
る
方
た
ち
に
も
正
し
い

知
識
や
、
ヒ
グ
マ
ッ
プ
の
最
新
情

報
を
伝
達
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

奥
山
町
長

　
昨
年
度
は
町
内
各
地
で
ヒ
グ
マ

の
出
没
情
報
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

都
度
猟
友
会
の
方
々
や
警
察
に
よ

る
巡
回
な
ど
、
注
意
喚
起
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
。

　
ヒ
グ
マ
ッ
プ
は
上
川
管
内
の
参

加
市
町
村
は
和
寒
町
の
み
で
、
近

隣
自
治
体
の
参
加
が
な
け
れ
ば
効

果
が
薄
く
、
関
係
機
関
か
ら
の
働

き
か
け
を
要
望
し
た
い
。

　
ま
た
塩
狩
駅
か
ら
の
フ
ッ
ト
パ

ス
コ
ー
ス
沿
い
に
は
、
夫
婦
岩
ま

で
の
距
離
表
示
や
熊
よ
け
と
し
て

の
鐘
、
遊
歩
道
や
登
坂
入
口
に
は

入
林
時
の
注
意
事
項
な
ど
の
掲
示

板
を
設
置
し
、
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
。

○
再
質
問

　

夫
婦
岩
周
辺
を
整
備
す
る
に
あ

た
り
ど
れ
だ
け
の
経
済
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
か

奥
山
町
長

　
具
体
的
な
経
済
効
果
は
試
算
し

て
な
い
が
、
塩
狩
峠
記
念
館
や
Ｊ

Ｒ
塩
狩
駅
、
一
目
千
本
桜
な
ど
本

町
の
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
く
。

▲ヒグマップ
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一般質問

問 フードツーリズム推進協議会の考えは
答 連携を一層進めていく

問 風っこそうや号のおもてなしは
答 できる限りのおもてなしを考えている

小
野
田
久
美
子
議
員

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
の
考
え
は

　
５
月
20
日
に
和
寒
町
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
発
足

し
た
が
、
事
業
内
容
と
観
光
案
内

所
の
在
り
方
は
。

奥
山
町
長

　

本
町
の
産
業
が
持
続
的
に
発
展

す
る
た
め
に
は
、
和
寒
町
に
優
位

性
の
あ
る
食
を
観
光
資
源
と
し
て

捉
え
、
食
と
観
光
の
連
携
を
一
層

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
生

産
者
団
体
等
が
連
携
し
、
５
月
20

日
に
和
寒
町
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
物

産
展
や
商
談
会
へ
の
出
店
の
ほ
か
、

地
域
団
体
商
標
登
録
制
度
な
ど
を

検
討
す
る
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
検

討
事
業
、
わ
っ
さ
む
食
と
観
光
情

報
案
内
所
の
運
営
、
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
活
用
、
冬
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

　

わ
っ
さ
む
食
と
観
光
情
報
案
内

所
は
、
こ
れ
ま
で
町
内
に
特
産
品

の
販
売
や
観
光
情
報
を
発
信
で
き

る
拠
点
施
設
が
な
か
っ
た
た
め
、

試
験
的
に
開
設
し
た
。

　

案
内
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
、
観
光
や
生

活
雑
誌
な
ど
で
掲
載
し
て
い
た
だ

い
た
が
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
町
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

　

案
内
所
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応

の
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
導
入
や
、
ア
イ

パ
ッ
ド
の
翻
訳
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

観
光
案
内
所
の
商
品
は
、
委
託

販
売
方
式
と
し
て
お
り
、
今
後
も

関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
商

品
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　

現
在
、
案
内
所
の
看
板
や
の
ぼ

り
は
完
成
次
第
、
国
道
か
ら
わ
か

り
や
す
い
場
所
に
設
置
す
る
。

　

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
交
流

人
口
、
関
係
人
口
の
増
加
に
努
め

る
考
え
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
利
用
促
進
対

策
は
？

　
Ｊ
Ｒ
の
利
用
促
進
の
た
め
の
設

備
投
資
と
の
名
目
で
、
道
と
単
独

で
は
維
持
困
難
と
さ
れ
る
沿
線
の

全
40
市
町
村
が
、
費
用
負
担
と
報

道
が
あ
る
が
、
利
用
促
進
の
た
め

の
対
策
は
。

奥
山
町
長

　

宗
谷
沿
線
の
費
用
負
担
は
７
９

０
万
円
で
、
本
町
の
負
担
は
約
40

万
円
を
見
込
み
、
道
議
会
の
状
況

を
見
て
第
３
回
定
例
町
議
会
ま
で

に
上
程
し
た
い
。

　

町
独
自
の
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
策
は

既
に
町
内
高
校
生
に
対
す
る
通
学

運
賃
補
助
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、

町
職
員
に
よ
る
塩
狩
駅
周
辺
清
掃

や
町
主
催
の
一
目
千
本
桜
鑑
賞
ツ

ア
ー
で
の
利
用
、
Ｊ
Ｒ
主
催
の
塩

狩
峠
お
花
見
列
車
ツ
ア
ー
に
も
協

力
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
８
月
予
定
の
塩
狩
周
辺

フ
ッ
ト
パ
ス
開
催
で
の
Ｊ
Ｒ
利
用

の
協
議
、
ま
た
町
内
有
志
が
塩
狩

駅
待
合
室
に
Ｓ
Ｌ
の
パ
ネ
ル
掲
示

を
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
勧
め
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
や
宗
谷
本

線
活
性
化
協
議
会
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
利
用
促
進
に
努
め
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

た
風
っ
こ
そ
う
や
号
の
お
も

て
な
し
の
考
え
は

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
本
年
８
月
１

７
日
か
ら
９
月
８
日
ま
で
、
旭
川
、

音
威
子
府
間
に
毎
週
土
日
の
全
８

日
間
、
１
日
１
往
復
で
観
光
列
車
、

風
っ
こ
そ
う
や
号
を
運
行
し
、
和

寒
駅
に
45
分
停
車
す
る
。

　
継
続
的
な
観
光
や
経
済
の
活
性
化

に
繋
が
る
良
い
機
会
だ
と
思
う
が
。

奥
山
町
長

　

風
っ
こ
そ
う
や
号
は
、
宗
谷
本

線
の
利
用
促
進
と
道
北
へ
の
観
光

客
誘
致
を
目
的
と
す
る
観
光
列
車

で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
乗
客
を
ひ
だ
ま
り

の
観
光
案
内
所
に
誘
導
し
、
玉
入

れ
体
験
な
ど
で
き
る
限
り
の
お
も

て
な
し
を
考
え
て
い
る
。　

○
再
質
問

　
町
内
各
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
協
力
す
る
が
。

奥
山
町
長

　

各
種
団
体
の
ご
協
力
、
非
常
に

あ
り
が
た
い
話
だ
と
思
う
の
で
、

効
果
的
に
で
き
る
か
検
討
す
る
。
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令
和
元
年
６
月
25
日
全
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
札

幌
で
開
催
さ
れ
た
。
翌
日
、

全
員
に
よ
る
視
察
を
行
っ

た
。

　

江
別
市
は
人
口
約
12
万
９

千
人
世
帯
数
が
５
万
７
千
６

百
世
帯
と
和
寒
の
人
口
規
模

の
約
36
倍
で
あ
る
。
規
模
的

に
は
参
考
に
な
ら
な
い
の
で

は
と
考
え
た
が
、
近
代
的
な

処
理
方
法
や
環
境
に
与
え
る

影
響
、
最
終
処
分
場
の
延
命

効
果
な
ど
参
考
に
な
る
の

で
、
江
別
市
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
並
び
に
江
別
市
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
視

察
を
行
っ
た
。

　

始
め
に
、
ゴ
ミ
の
分
別
区

分
と
収
集
は
、
有
料
の
指
定

ゴ
ミ
袋
（
５
リ
ッ
ト
ル
袋
10

円
、
10
リ
ッ
ト
ル
20
円
、
40

リ
ッ
ト
ル
80
円
な
ど)

を
購

入
し
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
、
燃

や
せ
な
い
ゴ
ミ
、
大
型
ご
み

に
分
け
収
集
さ
れ
る
。

　

資
源
ご
み
や
危
険
ゴ
ミ

は
、
月
２
回
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
す
と
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
。

資
源
物
収
集
は
平
成
12
年
３

月
か
ら
、
家
庭
の
ご
み
の
有

料
化
は
平
成
16
年
10
月
か
ら

実
施
さ
れ
た
。

　

自
己
搬
入
ゴ
ミ
手
数
料

は
、
家
庭
ご
み
10
㌔
90
円
、

事
業
系
ご
み
10
㌔
１
１
０
円

で
あ
る
。

　

次
に
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
ゴ
ミ
熱
分
解
・
燃

焼
溶
融
方
式
で
、
ゴ
ミ
の
中

か
ら
資
源
物
を
取
り
出
し
再

資
源
化
す
る
と
と
も
に
、
ゴ

ミ
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

り
燃
焼
溶
融
を
行
い
、
最
大

１
９
８
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発

電
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

冷
暖
房
な
ど
の
余
熱
供
給
を

行
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
に
配
慮
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た

厳
し
い
数
値
目
標
を
掲
げ
、

運
転
中
の
排
ガ
ス
デ
ー
タ
を

常
時
電
光
掲
示
板
で
表
示
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
不
燃
・
粗
大
ご
み

の
破
砕
施
設
を
併
設
す
る
こ

と
に
よ
り
可
能
な
限
り
再
資

源
化
を
進
め
、
最
終
処
分
で

あ
る
埋
め
立
て
処
分
場
へ
の

負
荷
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
施

設
の
面
積
、
容
量
な
ど
コ
ン

パ
ク
ト
化
さ
れ
た
。

　

可
燃
ご
み
は
日
に
１
４
０

ト
ン
、
不
燃
・
粗
大
ご
み
は

５
時
間
で
35
ト
ン
の
処
理
能

力
が
あ
る
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
ゴ

ミ
を
熱
分
解
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ガ
ス
と
カ
ー
ボ
ン
に
改

質
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
良
質
な
安
定
し
た
燃

料
と
カ
ー
ボ
ン
に
な
る
。
今

度
は
１
３
０
０
度
で
再
燃
焼

す
る
こ
と
に
よ
り
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
発
生
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

灰
分
は
高
温
の
た
め
溶
融
し

ス
ラ
グ
に
な
り
、
安
定
し
た

品
質
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
用
骨

材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
二
次
製

品
等
に
有
効
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　

施
設
の
土
地
の
有
効
利
用

で
積
雪
の
影
響
を
受
け
な
い

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
江
別
ノ
ー

ザ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
発
電

所
」
も
敷
地
内
に
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
６
月
26
日
、
総
務
福
祉
常
任
委
員
会
の
所

管
事
務
調
査
で
あ
る
「
環
境
衛
生
に
つ
い
て
」
現
在
課

題
で
あ
る
ゴ
ミ
処
理
問
題
、
最
終
処
分
場
の
今
後
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
、
江
別
市
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
全

議
員
で
視
察
す
る
こ
と
と
し
、
研
鑽
を
積
み
ま
し
た
。

▲江別市職員の説明を受ける

江別市
環境クリーンセンター
視察報告

種類 １枚 １袋（10枚）

５リットル袋 
縦30cm（持ち手除く） 
横19cm、奥行12cm

10円 100円

10リットル袋 
縦36cm（持ち手除く） 
横26cm、奥行14cm

20円 200円

20リットル袋 
縦47cm（持ち手除く） 
横36cm、奥行16cm

40円 400円

30リットル袋 
縦61cm（持ち手除く） 
横37cm、奥行17cm

60円 600円

40リットル袋 
縦64cm（持ち手除く） 
横46cm、奥行18cm

80円 800円

▲江別市の有料ゴミ袋
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議 会
Topic

～あなたの声をお聞かせください～
　議会広報委員会では、議会を傍聴しての感想や議会だよりワットサ
ムについてのご意見などを募集しています。
　傍聴受付の横に設置しますので、些細なことでもかまいませんので、
足を運ばれた際にはご協力をお願いいたします。

表
紙
の
写
真

　
こ
の
１
年
間
は
１
２
０

周
年
を
記
念
し
て
、
和
寒

町
の
歴
史
を
振
り
返
る
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
き
ま
す
。

「
薬
用
人
参
試
験
場
」

　
今
回
の
表
紙
は
、
昭
和

２
年
６
月
16
日
、
現
在
の

東
山
ス
キ
ー
場
で
薬
用
人

参
試
験
場
に
視
察
団
が
訪

れ
た
記
念
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
写
真
の
下
か
ら
中
頃
ま

で
は
、
除
虫
菊
を
刈
っ
た

跡
、
そ
の
後
ろ
側
、
ム
シ

ロ
の
下
に
薬
用
人
参
が
植

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
戦
前
最
盛
期
、
日
本
の

除
虫
菊
取
引
の
約
８
割
を

長
岡
商
店
（
兵
庫
県
神
戸

市
）
が
占
め
、
そ
の
う
ち

約
８
割
を
小
野
田
雑
穀
店

が
和
寒
か
ら
出
荷
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
７
月
に
満
開
に
な
っ
た

除
虫
菊
の
花
を
収
穫
し
て

乾
燥
さ
せ
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
乾
燥
し
た
除
虫
菊

の
花
を
詰
め
た
麻
袋
１
つ

で
、
和
寒
の
割
烹
料
理
屋

　
６
月
25
日
に
、
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
全
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
政
治
評
論
家
の
有
馬
　
晴

海
氏
よ
り
「
ど
う
な
る
？
今

後
の
日
本
政
治
」
と
題
さ
れ

た
講
演
を
受
け
た
後
に
、
中

央
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
国

づ
く
り
研
究
所
代
表
の
佐
々

木
信
夫
氏
よ
り
「
地
方
は
変

わ
れ
る
か
～
議
会
は
ど
う
変

わ
れ
る
か
、
自
治
体
を
ど
う

変
え
る
か
～
」
と
題
さ
れ
た

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

全
道
町
村
議
会
議
員

�

研
修
会
に
参
加

▲全道議員研修会の様子

　
令
和
最
初
の
国
政
選
挙

に
な
っ
た
参
議
院
選
挙
が

お
わ
り
ま
し
た
。

　
全
国
投
票
率
は
、
過
去

２
番
目
の
低
水
準
、
国
政

の
「
投
票
率
の
低
さ
」
と

地
方
議
会
議
員
の
「
成
り

手
不
足
」
は
原
因
が
似
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
の
た
め
に

は
、
政
治
の
力
は
必
要
で

す
。

　
今
年
、
私
た
ち
の
町
で

も
選
挙
が
あ
り
、
広
報
委

員
会
は
新
人
２
名
が
加
入

し
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
構

成
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
以
上
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

で
３
日
は
飲
食
で
き
た
そ

う
で
す
（
今
の
金
額
で
約

３
～
５
万
円
）。
薬
用
人

参
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
周
辺
で
も
栽
培

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
５
、

６
年
経
っ
た
も
の
を
収
穫
、

高
値
で
売
買
さ
れ
ま
し
た
。

薬
用
人
参
や
除
虫
菊
は
、

痩
せ
た
土
地
で
な
い
と
生

育
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。
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ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で
の
受
賞
に

つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
？

　

Ｕ-

40
大
会
は
、
踊
り
子

40
人
以
下
で
構
成
し
た
チ
ー

ム
の
み
が
参
加
で
き
ま
す
。

　

一
次
審
査
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
71
チ
ー
ム
が
５
ブ
ロ
ッ

ク
に
わ
か
れ
て
パ
レ
ー
ド
演

舞
を
行
い
、
上
位
２
チ
ー
ム

(

計
10
チ
ー
ム)

が
二
次
審
査

へ
進
め
ま
す
。

　

一
次
審
査
を
１
位
で
通
過

で
き
た
の
で
す
が
、
二
次
審

査
の
ス
テ
ー
ジ
演
舞
は
会
場

が
狭
く
、
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で

戦
え
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

で
し
た
。

　

大
賞
を
目
標
に
し
て
い
た

の
で
結
果
は
少
し
悔
し
い
で

す
が
、
４
回
目
の
挑
戦
で
、

優
秀
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と

は
素
直
に
う
れ
し
い
で
す
し
、

来
年
に
向
け
て
課
題
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
知
事
特
別
賞
は
、

地
元
は
元
よ
り
、
道
内
地
域

の
活
性
化
へ
寄
与
し
て
い
る

チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
が
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
た
た
ん
」

を
チ
ー
ム
で
制
作
し
、
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
に
連
れ
立
っ
て

い
る
こ
と
を
一
番
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
チ
ー
ム
に
関
わ
っ
た
全
て

の
方
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

会
の
活
動
は
？

　

練
習
は
、
毎
週
火
・
水
・

金
曜
日
の
午
後
７
時
30
分
か

ら
午
後
10
時
ま
で
、
恵
み
野

ホ
ー
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

は
年
３
回
、
そ
の
他
、
地
元

の
お
祭
り
や
、
天
塩
、
千
歳
、

紋
別
、
旭
川
、
剣
淵
、
美
深

な
ど
、
年
間
30
箇
所
で
演
舞

さ
せ
て
い
た
だ
い
き
、
町
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
の
お
か
げ
か
、
今
年

は
、
道
外
か
ら
も
出
演
依
頼

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　

よ
さ
こ
い
の
プ
ロ
に
な

り
、
全
国
を
公
演
し
て
回
る

こ
と
で
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど

の
よ
う
な
習
い
事
で
も
、
頑

張
っ
た
先
に
プ
ロ
の
世
界

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
が
親
に
な
っ
て
更

に
思
う
の
で
す
が
、
全
国

で
踊
っ
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
、
今
は
趣
味
で
し

か
な
い
よ
さ
こ
い
で
、
将

来
、
努
力
が
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
プ
ロ
の
道

を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　
チ
ー
ム
結
成
22
年
目
。

　
今
年
大
き
く
飛
躍
し
た
、
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
『
鳴
呼
ワ
ッ
ト
サ
ム
』
代

表
の
青
山
康
俊
さ
ん
に
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町民インタビュー

聞かせて
鳴呼ワットサム
“よさこいのプロになる !!”


